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ヘリウム回収ラインの改良について

	 理学研究科　　稲角　直也　戸所　泰人（内線6787）

E-mail:inazumi@chem.sci.osaka-u.ac.jp

1．ヘリウム回収率向上を目的とした、ヘリウム回収ラインの改良

近年Heの深刻な供給不足が度々伝えられています。核磁気共鳴装置（NMR）についても多くの

Heを使用しており、100％低温センターからの供給で賄っています。従来NMRに液体Heを充填

する場合、大きなマグネット（14.09	T以上）では内圧が上昇することによるクエンチリスク低減

のために開放系で充填を行ってきました。これが原因で平成24年度のHe回収率は72％でした。ヘ

リウム回収時においてもマグネット内部の内圧が上昇しにくい状態にするため以下の改良を行い、

平成25年度８月末までのヘリウム回収率を92％に改善することに成功しました。

・ヘリウム回収管接続部分の改良

従来のヘリウム回収ライン接続部は、ゴムホースを接続出来

るように管経を小さくしていました。また、バルブもニードル

バルブを用いていたため、流量が制限されヘリウム充填時にマ

グネット内の内圧が上昇する原因の一つでした。

改良後は、NW継ぎ手を接続部分に採用し25φのステンレス

フレキでマグネットと接続しました。バルブについてもボール

バルブを採用したことで、流量が大幅に改善され、充填時にお

けるマグネット内の内圧が大きく上昇することはなくなりました。

ヘリウム回収ライン改良イメージ図．

改良前 改良後
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・回収メーターの大容量化

ガスメーターについても従来のN６より大流量のN10を採用しました。

ガスメーター交換時においては、下記の様に接続ラインを工夫することで、従来の回収ラインを

使用し、工事コストを抑えました。

・移動式気化器の導入

ヘリウム充填時に回収ラインを用いてヘリウムガス

を回収する場合に問題となるのは、極低温ヘリウムガ

スを常温にする気化器を設置する必要があることで

す。これは極低温のヘリウムガスをガスメーターに入

れると、ガスメーターが破損するリスクが高くなるだ

けではなく、回収量も正確にカウントされないためです。

現在700MHzNMRが設置されている部屋には常設

の気化器を設置するスペースがないため、上図のよう

な気化器を導入しました。この気化器は移動式の気化

器で接続部分がNW継ぎ手になっているため、ステンレスフレキを使用することが出来ます。また

理学研究科では多くのNMRが点在して設置されており、今後の水平展開を考える上でも有効でした。

現在、他のNMRについても同様にヘリウム回収ラインの改良を行い、ヘリウム回収率を測定し

ている所です。

最後に、このヘリウム回収ラインの改良につきましては、低温センター豊中分室にご協力を頂

きました。また、配管工事、移動式気化器作成はS.PLANT.co	エスプラントカンパニー（Tel.	072-

728-0511）にお願いしました。紙面を借りまして、厚く御礼申し上げます。

改良前 改良後

ガスメーター：N6
使用最大流量：6m3/h
最 大 指示量：999.999m3

最 小 指示量：0.2L

ガスメーター：N10
使用最大流量：10m3/h
最 大 指示量：9999.99m3

最 小 指示量：２L
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2.　理学研究科　分析機器測定室HP　リニューアル

2013年４月８日に理学研究科　分析機器測定室のHPをリニューアルしました。今回は、下記の

点についてリニューアルを行いました。

・分析機器情報の拡充

・各分析機器予定表の導入

・各種マニュアル等のダウンロードページの追加

・各委員会についての情報を追加

・職員予定表の追加

3.　NMR装置紹介

	現在、理学研究科	分析機器測定室が管理しているNMRは10台有り、全ての機種で高い稼働率を

実現しております。ユーザーも有機・無機材料からタンパク質・物性など幅広い研究分野で使用さ

れております。下記に各NMR装置の仕様を紹介します。

http://analysis.sci.osaka-u.ac.jp/index.html
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NMRについての御相談がある場合は、下記にご連絡下さい。

分析機器測定室	 稲角　直也（内線:6787　Email	:	inazumi@chem.sci.osaka-u.ac.jp）

	 戸所　泰人（内線:6089　Email	:	todokoroy13@chem.sci.osaka-u.ac.jp）


